
「 後 藤 寺 駅 前 整 備 基 本 構 想 」 に お け る 、
交 流 広 場 案 改 訂 の 経 緯 等 に つ い て

資料１

令 和 ４ 年 ３ 月 策 定
後 藤 寺 駅 前 整 備 基 本 構 想
に お け る イ メ ー ジ パ ー ス



9月4日・10月30日策定会議のふりかえり

・仮設広場「トライアルパーク」で行った社会実験の結果報告
・社会実験期間中に行ったアンケート結果の報告
・三条件の確認結果に伴う交通ロータリー部分変更の承認

10月30日の策定会議終了後から、基本コンセプト検討部会で、社会実験及びアンケー
ト調査の結果を踏まえ、交流広場の配置や大きさ、必要な機能などの検討を行った。
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令 和 7 年 1 0 月 3 0 日 開 催 コ ン セ プ ト 検 討 部 会

社 会 実 験 及 び ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 を 踏 ま え た
交 流 広 場 に 対 す る 意 見 の 抽 出

【テーマ】もしも後藤寺駅前に交流広場があったら・・・

【方 法】
・ 交通ロータリーが描かれた後藤寺駅前の整備図面を使い、
どこでどんなことができたらいいと思うか、意見を出し合った。

【ねらい】
・ 交流広場の大きさを想像し、実際にどれくらいの規模の交
流広場が適切だと思うか（必要性も含む）、意見を抽出する。
・ どこでどんなことを行いたいかという意見から、交流広場に
必要な機能等を考える。
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社 会 実 験 及 び ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 を 受 け た
交 流 広 場 に 対 す る 意 見 ま と め

【規 模】
・ トライアルパークくらいの広さ（最小案程度）がちょうど良い
のではないか
・ サンシャイン通り側（最大案側）に広場を作る場合でも、最大
案ほどの大きさは必要なく、最大案の半分位の大きさで十分
ではないか

【機 能】
・ 機能は、駅前に集約させる方が使いやすいのではないか
・ コンテナハウス（店舗にしても小さい物）を設置し、
飲食店（カフェやパン屋）やゆっくりと過ごせる場所があると
よいのではないか

【その他】
・ 後藤寺商店街（アーケード）の方へ人の流れを誘導する仕組
みが必要

・ 商店街と一体となったまちづくりが必要
・ 当事者意識を持つことが大切 3



令 和 ８ 年 1 月 1 3 日 開 催 コ ン セ プ ト 検 討 部 会

修 正 し た イ メ ー ジ パ ー ス に 対 す る 意 見 の 抽 出

【テーマ】後藤寺駅前の一日を想像してみよう！
【方 法】
・ 10月３０日の意見を受けて修正したイメージパースを見ながら、時間帯別に
どんな使われ方がされるかを考える。

・ 一日の流れを想像する中で、気づいた点や気になる点を出し合う。
【ねらい】
・ 修正したイメージパースを見て、使い方の想像ができるかチェックしてもらう。
・ 一日を通した交流広場の利用を想像することで、使い方（使われ方）等の、
よりリアルな意見を抽出する。
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修 正 し た イ メ ー ジ パ ー ス に 対 す る
意 見 抽 出 の 結 果

１０月３０日のコンセプト検討部会の意見を受けて修正し、１月１３日
の同部会に示したイメージパースの修正案が、現在のニーズ（アンケート
結果）や社会実験から得られた利用状況、コンセプト検討部会員の意見が
概ね反映できている図となっているという事が確認できた。

引き続き検討が必要なエリアもあるが、
イメージパースの修正案が整った。
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１０月３０日及び1月13日に抽出した
コンセプト検討部会の意見を反映させ
修正したイメージパース

※銀天街ポケットパークはアーケード内に設置
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※令和８年２月１０日時点
※このイメージパースは、今後の事業の進捗、

関係者との協議などによって変更になることがあります。



【A.後藤寺駅前ポケットパーク】
電車やバスの待合利用やゆっくり過ごすことができる広場

【B.銀天街ポケットパーク】
イベントや憩いの場等に利用できる
商店街内の広場

【D.県道拡幅にともなう残地と歩道空間】
後藤寺エリアのまちづくりの方向性の検討を踏まえて、
⺠間による⼟地活用と相乗効果を発揮するような公共
空間整備（広場整備等）を検討する

【C.人の流れをつなげるシンボル空間】
駅、商店街、県道等から見えるシンボルとなる空間

人の流れ

人の流れ

人の流れ

人の流れ

人の流れ

後藤寺駅前整備イメージパース
（社会実験及びアンケート調査結果等を反映）

※令和８年２月１０日時点
※このイメージパースは、今後の事業の進捗、

関係者との協議などによって変更になることがあります。

１０月３０日及び1月13日に抽出した
コンセプト検討部会の意見を反映させ
修正したイメージパース

7



後藤寺駅前整備基本構想の改訂について

令和４年３月に整備基本構想が策定されてから…

① 三条件の確認結果を受けて、交通ロータリーの形状修正を行った。

② 当初の基本構想で「最小案」「最大案」と２案示されていた交流広場を
・令和５年の市民アンケート
・令和６年～７年にかけて行われた社会実験及び各種アンケート
・社会実験後に行われた基本コンセプト検討部会での意見抽出
というプロセスを経て、これらの結果を総合的に反映させ、最も理想的な

交流広場整備案を作成した。

③ コンセプト検討部会の中で、「今後も整備事業を進めながら、後藤
寺駅周辺エリア全体のまちづくりの将来像を明確にしていく必要があ
る。」という見解が示された。

以上のとおり、整備基本構想の内容に変更が生じたため、
「後藤寺駅前整備基本構想」を改訂する。
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